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　 理　　念	 私たちは、良質な医療の提供を通じて、患者さんの健康を支え、地域社会に貢献します

　 基本方針	 ●丁寧な説明に努めます　●自己研鑽に励みます　●職員同士協力し合います

河口湖より
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　新年あけましておめでとうございます。 皆様には、日
頃より国立病院機構甲府病院の運営に多大なるご理解と
温かいご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、憲政史上初となる女性総理大臣
の誕生や、日本人によるノーベル賞受賞など、明るい話題
が人々の心を和ませる一年でもありました。一方で、世界
に目を向ければ国際情勢の緊張が続き、国内においても物
価高騰など、社会全体が大きな変化の波に直面した一年で
もありました。
　医療を取り巻く環境も、少子高齢化の加速とともに厳し
さを増しております。しかし、どのような状況下にあって

も、地域医療の最後の砦として安心・安全な医療を提供し続けることが我々の使命であ
ると、改めて認識しております。
　当院は、山梨県内における重症心身障害児（者）医療、ならびに小児・周産期医療の
基幹病院として、長年その役割を担ってまいりました。小児医療分野では、昨年開設し
た「こどもの成長と運動の医療センター」を中心に、県民の皆さんが安心して子どもを
産み、育てることができる医療体制の充実に取り組んでおります。
また、重症心身障害医療においては、患者さんとご家族が住み慣れた地域で安心して医
療・療育を受けられるよう、支援体制のさらなる強化に努めております。
　整形外科分野では、「スポーツ・膝疾患治療センター」における膝関節疾患やスポー
ツ傷害の治療に加え、小児整形外科疾患、手外科疾患に対する専門性の高い医療を提供
し、あらゆる世代の「動く喜び」を支えてまいります。さらに、糖尿病内科や消化器外
科をはじめとする各診療科においても、多職種が連携した質の高いチーム医療を実践し
てまいります。
　今年の干支は「午（うま）」です。古来より馬は、人々の暮らしを支える力強い存在
であると同時に、躍動や前進の象徴とされてきました。私たち国立病院機構甲府病院も、
地域という大地にしっかりと根を張り、信頼を積み重ねながら、必要なときには迅速に
行動し、新たな医療課題にも果敢に挑戦していきたいと考えております。
　職員一人ひとりが誠実に患者さんと向き合い、医療安全の基本を徹底することで、皆
様から信頼される病院づくりに一層努めてまいります。
　結びに、新しい一年が皆様にとって健康で実り多い年となりますよう、心よりお祈り
申し上げます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

てんじん
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山の都ふれあいコンサート

　令和 7 年 11 月 30 日　YCC 県民文化ホールにて、山の都ふれあいコンサートが開催され
ました。山の都ふれあいコンサートとは、障がい者と健常者の枠を超えた多くの仲間たちが、
コンサートやミュージカルを通じてより深く大きな“ふれあい”の輪を広げ、互いに交流する
ことを目的としています。1981 年の「国際障害者年」に県のイベントとして生まれ、次年度
からはボランティアによる実行委員会が運営し、今年で 45 回目を迎えられました。
　当院では、重症心身障害病棟に入所されている数名の方が、毎年作詞をしてふれあいコンサー
トに応募しています。今年度は 2 名の詩に曲をつけていただき、ステージで発表されること
が決まりました。
　当日は利用者さん 2 名がコンサートに参加しました。会場に到着すると楽屋に案内され、
作曲者と対面しました。作曲者は何十年もコンサートに携わり、当院の利用者さんの詩に何度
も曲をつけてくださった方でした。その方と顔を合わせた途端、一人の利用者さんが感極まり
涙しながら作曲者と手を取り合い、これまでの歩みを分かち合っていました。
　本番、ステージ裏の緊迫感やステージに立ったときの照明の眩しさに緊張しながらも、ステー
ジでマイクを向けられたどちらの利用者さんも、詩への思いを会場にいた全員に伝えることが
できました。そして優しい詩と曲を、会場全体に響き渡らせることができました。
　山の都ふれあいコンサートに参加させていただいたこの時間は、利用者さんにとってとても
大切な時間となったのではないかと思います。また、職員にとっても、利用者さんの緊張感や
達成感を隣で感じさせていただき、貴重な時間となりました。これからも利用者さんと一緒に
考え、多職種で連携して、生活を広げていきたいと思います。
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第 128号

令和７年度一日平均患者数

月別
種別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

一般 95.2 82.4 82.3 100.3 103.9 101.8 90.3 97.0 100.2 93.9 94.7

重心 123.6 122.4 122.3 122.7 124.3 123.7 123.6 124.4 125.9 124.7 123.8

計 218.9 204.8 204.6 223.0 228.2 225.5 213.9 221.4 226.1 218.6 218.5

月別
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

250.3 249.9 246.1 247.1 239.1 253.6 243.4 243.4 259.7 257.4 248.9

※ １月分及び年間累計は ２月 1 日現在

※ １月分及び年間累計は ２月 1 日現在

（小数点以下第２位は四捨五入）

入  

院

外 

来

「私のお母ちゃん」　
坂本早百合

私のお母ちゃんは優しい
お母ちゃん　愛してる
お母ちゃん　なんでいないの？
逢いたい　逢いたい
お母ちゃん、逢いたい・・・

「お母さん」
小林　英昭　

お母さん
会いにきて
顔を思い出す
思い出したら切なくなってきた
会いたいなぁ
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公開講座　
糖尿病教室を開催しました
　令和 7 年 11月 29 日、当院にて公開講座の糖尿病教室を開催しました。本講
座は、糖尿病の食事療法や日常生活における工夫について、実際の体験を通して
学んでいただくことを目的に実施しました。
　当日は、宅配のエネルギー・塩分調整食を用いた試食を行い、 食事量や栄養バ
ランス、味付けを具体的にイメージしながら理解を深めていただきました。あわせ
て、医師および管理栄養士による講義では、血糖コントロールやセカンドミール
効果を取り上げ、糖尿病治療や食事管理の考え方について紹介しました。
　また、理学療法士による「座ったままでもできる体操」を取り入れた講義を行い、
日常生活の中で無理なく継続できる身体活動について紹介しました。
　食事・運動・治療を一体的に学べる内容となり、実生活に取り入れやすい工夫
を知っていただく機会となりました。

　実施後のアンケートでは、「分かりやすかった」「参考になった」といった声が多
くあり、参加者の皆さまにとって満足度の高い、有意義な時間をお過ごしいただ
けたことがうかがえました。
　今後も当院では、多職種が連携し、患者さんの生活に寄り添った教育・啓発活
動を継続してまいります。

↑エネルギー・塩分調整食
（1 食 484kcal　食塩相当量 1.8 ｇ）

↓理学療法士による運動指導

甲府病院　糖尿病サポートチーム

てんじん
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●小児科乳児健診（月～金）	 ●毎月第 4 金曜日午後　外来糖尿病教室	 ●出生前遺伝カウンセリング外来
●予防接種（小児科）毎週木曜日

※	右記のものについては事前の
予約が必要となります。

　新年が明け、早１か月が経ちました。皆様は今年、どんな抱負を掲げましたでしょ
うか？抱負を設定することで、自分が具体的に何を考えて行動していけばよいか
が分かってきます。私は昨年度、試験や仕事関連のイベントに力を注いだ一年だっ
たので、今年は体力づくり、資産運用の開始、旅行など、自分の成長に繋がる行
動を積極的に取り組む一年にしたいと考えています。　    　　  （編集委員 K・R）

作品募集
「てんじん」に掲載する写真等の作品を募集しています。 
■宛先　国立病院機構甲府病院　経営企画室　金子
　　　　e-mail : kaneko.yoji.va@mail.hosp.go.jp 

●	「物忘れ外来」は、脳神経外科（月・火・木・金曜日）で行っています。
	 物忘れ外来の初回受診時は、診察予約及び他医療機関からの
	 紹介状が必要となります
   （予約電話受付13：00～16：00（平日のみ））

特殊外来ご案内 2025年度職員採用試験案内
看護師・助産師・看護助手の採用試験（パート）は随時行っています。

申し込み方法 ※下記の電話番号に（平日 8：30〜 17：15）直接ご連絡下さい。

連絡先 国立病院機構甲府病院　庶務係長
TEL：055-253-6131 　FAX：055-251-5597

編集後記

助産師・看護師による専門外来のご案内
●母乳外来（月～金曜日 ) 　●フットケア（開催曜日はお問い合わせください）　●育児相談（月～金曜日） （※事前の電話予約をお願いいたします）

●受付時間／平日(月～金曜日)午前8時30分～午前11時00分　水曜日午後呼吸器内科受付時間／13：00～15：00（診察13：00～16：00）
●消化器内科の初回受診希望時は、事前に内科外来までご連絡ください（予約電話受付13：00～16：00（平日のみ））　
●各科診療の予約状況により、初診及び予約外再診の方の外来診療をお受けできない場合があります。泌尿器科の初診の受付はありません。

月 火 水 木 金

一
　
　
階

消化器内科 消化器内科診察室 奥脇　徹也
（受付は10:30 まで）

白勢　大門 
（受付は 10:30 まで）

松田　秀哉 
（受付は 10:30 まで）

消化器外科

消化器内科診察室
診察室 1 鈴木　哲也 鈴木　哲也 鈴木　哲也 鈴木　哲也
診察室 2 土屋　雅人 土屋　雅人 土屋　雅人 土屋　雅人

( ５階）
化学療法

診察室 1 ○ ○
診察室 2 ○ ○

内　　　科
診察室 3 武田　　怜 中尾　篤人
診察室 4 黒澤　理恵 黒澤　理恵 黒澤　理恵 黒澤　理恵
診察室 5 古屋　直子 大 学 医 師

糖尿病内科 診察室 4 黒澤　理恵 黒澤　理恵 黒澤　理恵 望月　美恵
（小児科）

黒澤 理恵 
望月 美恵（小児科）

循環器内科 診察室 6 薬袋　路子 中村　貴光
（受付は 10:30 まで） 黒木　健志

呼吸器内科 診察室 3 本間　健太
( 午後 )

副島　研造 
（午後）

神 経 内 科 診察室 7 太田恵美子 太田恵美子

脳神経外科 診察室 8 長沼　博文 長沼　博文 長沼　博文 長沼　博文
診察室 9（共用） 大 学 医 師

皮 膚 科 消化器内科診察室 川村　龍吉 
（受付は 10：30 まで）

整形外科
（スポーツ・膝疾患

治療センター）

整形 1
午前 萩野　哲男 花形　圭祐 中澤　洋平 萩野　哲男 花形　圭祐
午後 足の外来 

藤巻　太郎

整形 2
午前 若生　政憲 中澤　洋平 若生　政憲
午後 脊椎外来 

大 学 医 師
整形 3 午前 萩野　哲広 落合　聡司 落合　聡司 落合　聡司 齋藤　正憲 
整形 4 午前 山下　　隆 齋藤　正憲 山下　　隆
整形 5 午前 装 具 外 来 装 具 外 来 装 具 外 来

診察室  9（共用） 午前 山下　　隆 萩野　哲広
診察室10（共用） 午前 千賀　進也 千賀　進也 千賀　進也

二
　
　
階

検査室（内視鏡） 午前（上部） 村松　　篤
午後（下部） 若尾　聡士

小児科

午前 内田　則彦 望月　美恵 沢登　恵美 沢登 恵美 
望月 美恵（第3木）

望月 美恵
沢登 恵美（第3金）

午後 フォローアップ
久富　幹則 予防接種 フォローアップ

小児専門外来
午後　完全予約制

1 神 経（中村  幸介・石井  佐綾香・田丸 径）　
2 腎臓・リウマチ（沢登 恵美）
3 内分泌・糖尿病（望月 美恵）
4 肥 満・ 栄 養（内田  則彦・澁澤 裕史）
5 成長・発育外来（予約）
6 循 環 器（大学医師）第 1 木曜日、第 3 月曜日、第 4 水曜日
7 摂 食（小野 智佳子）第 1・3 木曜日

産婦人科 1
午前 滝澤　　基 雨宮　厚仁 保坂　彩夏 雨宮　厚仁 滝澤　　基

午後（予約のみ） 出生前遺伝
カウンセリング外来

2（予約のみ） 雨宮　厚仁 滝澤　　基 滝澤　基 / 雨宮厚仁 滝澤　　基 雨宮　厚仁
 眼 　 科 古屋　敏江

( 予約のみ ) 古屋　敏江 古屋　敏江 古屋　敏江
 泌尿器科 ( 予約のみ ) 滝花  義男（奇数週）

 耳鼻咽喉科 矢崎　裕久

国立病院機構甲府病院　外来医師担当表 2026 年 2月1日現在


